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全国定時制通信制体育大会報告 
    

 ８月に東京・神奈川を会場にして、全国定時制通信制体育大会が開催されました。本校からは陸上部２

名、卓球部５名、バドミントン部８名の合計１５名の選手が出場し、健闘しました。 

 

陸上競技 ８月１１日（木）～１４日（日）駒沢オリンピック公園陸上競技場 

板垣 裕斗 男子１００ｍ 予選 １３秒０９ 

       男子走幅跳  予選  ５ｍ０１  

 佐藤 遼磨 砲丸投    予選  ８ｍ１２ 

       円盤投    予選 １７ｍ４９ 

 

 

卓 球 ８月２日（火）～４日（木） 

駒沢オリンピック公園総合運動場体育館  

 男子団体（槇 大悠 阿部 洸太 青木 玲音 前川 展陽） 

      １回戦 霞城学園（定） １－３ 金沢泉丘（通） 

 男子個人 １回戦 阿部 洸太 ３－１ 松崎（沖縄・中部農林） 

      ２回戦 槇 大悠  ３－１ 小室（茨城・水戸南） 

          阿部 洸太 ０－３ 中山（茨城・結城第二） 

      ３回戦 槇 大悠  ２－３ 久郷（栃木・矢板東） 

 女子個人 ２回戦 大阪 愛莉 ０－３ 村上（茨城・茎崎） 

 

 

バドミントン ８月１７日（水）～２０日（土） 神奈川県 小田原アリーナ 

 男子団体（本校定時制出場者 若木健之介 大畑将暉） 

  １回戦 山形 ０－３ 石川 

 女子団体 （本校定時制出場者 アドヴィンクラシャメン 佐藤澪菜 渡辺奈々子 荒井美智佳  

村山亜希） 

１回戦 山形 ２－１ 香川 

２回戦 山形 １－２ 埼玉 

 女子個人 １回戦 アドヴィンクラ シャメン 不戦勝 澤崎（富山） 

      ２回戦 アドヴィンクラ シャメン ０－２ 志田（宮﨑） 

 

 

 
       

 

 

 

 

 

霞 城 学 園 通 信 平成２８年度 第５号 （通巻第３２３号） 

発行／山形県立霞城学園高等学校ⅠⅡⅢ部 



 

『植樹プロジェクト ～福島に桜並木を～』募金活動 
   

東日本大震災の被災地である福島県浜通りに桜の植樹をする

プロジェクトの募金活動が８月１０日（水）・１３日（土）に山

形駅東西自由通路で実施されました。生徒会執行部と自主的に

参加したボランティアスタッフが、大きな声で募金を呼びかけ

ました。１０日は１８名、１３日は９名の生徒と先生方が参加

し、二日間で 200 名以上の方にご協力いただきました。卒業生

も駆けつけてくれました。募金の様子については、８月１４日

の読売新聞にも掲載されました。 

 

 

 

ＰＴＡ交流会・茶話会 
 

去る７月２３日（土）本校８階視聴覚室において、ＰＴＡ交流会が行われました。初めにＰＴＡ主

催の講演会が行われました。「本校生徒における進路指導のポイント」という演題で、本校に週１回

勤務していただいているキャリアカウンセラーの 桑名 暢 先生からご講演をいただきました。 

桑名先生には、本校が昨年度から実施している「多様な学習を支援する高等学校の推進事業」にお

いて、ソーシャルスキルトレーニングやキャリアカウンセリング

を通して生徒を指導していただいています。その先生の目を通し

た本校生徒の姿や、指導時に気をつけていること、進路を決める

に当たって保護者がどう関わったらよいのかということについ

て、９０分にわたってお話しいただきました。 

まず、先生は霞城学園の生徒のよいところについて挙げられま

した。 

第一に、授業態度、人の話を聞く姿勢。メモをとるタイミング、

顔を上げるタイミングはすばらしい。第二に、必ず指示したこと

をやってくる。自学ができるということである。第三によそゆきの顔ができるということ。この三点

を挙げ、よいところをほめることで、生徒の自己肯定感が上がり、自信がつくということをお話しに

なりました。 

また、進路決定に当たって保護者が気をつけるべきこととして、以下のようなアドバイスをしてい

ただきました。 

 ■思い込まない（成績が悪いから・・・元気がないから・・・と子供をダメにしない） 

■なにごとも明確にする（なんとなく・・・だいたい・・・こうらしい・・・では何も進まない） 

■わからないことは聞く（うわさ話やネットの掲示板、身近な詳しい人の情報で判断しない） 

正しい情報は学校にある！進路は変わるという前提で話し合いは早めに！ 

さらに、若者の早期離職の原因について触れた上で、会社選びは本人が決めることが大切で、本人

が譲れない条件を尊重すること、保護者・教員の価値観を押しつけないこと、決定に当たって親の意

見が答えにならないように、複数の選択肢から子供に考えさせることをアドバイスしてくださいまし

た。子供たちにとって一番つらいのは、「目指せないこと」であり、周りの大人の価値観で子供の進

路の方向性を決めるのではなく、子供が自分で決められるように導

いていくことが大切だと締めくくられました。 

 

講演会終了後は、場所を変えて部ごとに茶話会を行いました。家

庭や学校での様子について、なごやかな雰囲気の中で職員と保護者

の方々が情報を交換し、貴重な時間となりました。 
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